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1. ⾃⼰点検・評価の実施 
 
 東北⼤学の AIMD（AI, Math. & Data science）リテラシ教育については、全学教育の科⽬の

計画及び実施、履修、試験及び単位に関する事項全般を所掌する学務審議会の下に、データリテ

ラシ共通教育基盤運営委員会を設置し(令和元年 2 ⽉)、関連する科⽬委員会（情報教育委員会、

数学委員会）等とも調整を図りつつ、企画、運営、評価および改善を進めてきた。加えて、令和

元年 9 ⽉に⼤学全体の AIMD 教育を推進する部局としてデータ駆動科学・AI 教育研究センター

が設置された。 

 こうした体制のもと、令和 2 年度から⽂理を問わず新⼊⽣全員に対して AIMD リテラシ教育

が開始されたことを受け、令和 2 年度の教育プログラムの実施状況について、データリテラシ共

通教育基盤運営委員会が⾃⼰点検・評価を⾏った。 

 なお、外部有識者の意⾒も踏まえ、学外からの視点での点検・評価を実施すべく、令和 3 年度

から数理・データ科学・AI 教育アドバイザリボードが活動を開始しているところであるが、現

時点では取り纏めまでには⾄っていない。 

 

2. ⾃⼰点検・評価の⽅法 
 
 令和２年度中に全学教育科⽬として開講された AIMD 関連科⽬および挑創カレッジ・コンピ

ュテーショナル・データサイエンス（CDS)プログラムの科⽬群全般を対象とし、数理・データ

サイエンス・AI 教育プログラム認定制度(MDASH-literacy）で⽰されている教育の質保証に関

わる点検項⽬、および、本学が⽬指す AIMD リテラシ教育についてのいくつかの観点に沿って

⾃⼰点検・評価を⾏った。 

  

 評価結果は、 

1) 【優】優れた点が認められ、⼗分な取り組みが成されている 

2) 【可】概ね必要な取り組みが成されている。 

3) 【要改善】不⼗分な点があり、改善の余地が⼤きい、 

の三段階で判定を⾏った。 
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3. 点検・評価結果 
(1) 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度(MDASH-literacy）で求められてい
る観点 

点検項⽬ 点検結果 評価結果 

 プログラムの履修・修得状況を

適切に把握し、プログラムの改善

に繋げることができる体制や仕組

みが取られているか。 

 数理・データ科学・AI 関連の科

⽬の履修状況については，教育・

学⽣⽀援部教務課が学務情報シス

テムを通じて随時データを確認の

上，学務審議会データリテラシ共

通教育基盤運営委員会，および挑

創カレッジ運営委員会に都度報告

し，分析と対応を⾏っている。 

 加えて，全員が学ぶ「情報基礎

A」および「情報基礎 B」で⽤い

ている e ラーニング教材（AIMD 

for Future）の機能によって，学習

の状況について把握することがで

きる。 

 

 履修と単位の取得状況を電⼦的

に集計し、それを担当委員会にフ

ィードバックする体制が取られて

おり、点検項⽬の要件は⼗分に満

たされていると評価できる。 

判定：【優】 

 学⽣の学修成果を的確に把握

し、プログラムの改善に結びつけ

ることができる体制や仕組みが取

られているか。 

 数理・データ科学・AI 関連の科

⽬には担当の科⽬委員会が割当ら

れており、科⽬の改善活動の⼀環

として、それぞれの授業での成績

分布データが学⽣の授業評価と共

に委員会内で共有・分析されてい

る。 

 １年⽣の全員が履修する「情報

基礎 A」および「情報基礎 B」で

使⽤している e ラーニング教材 

AIMD for Future の学習記録はデ

ータ駆動科学・AI 教育研究センタ

ーで分析の上、教育内容の改善に

役⽴てられている他、意欲的な学

⽣に対しては⺠間の AI 資格検定に

 全学教育を所掌する学務審議会

の PDCA サイクルの取り組みの⼀

環として、恒常的な改善への取り

組みが⾏われており、また、e ラ

ーニングの学修履歴情報も学修成

果の把握に利⽤されている。加え

て、⺠間検定に向けた学修⽀援に

よる動機づけが図られており、点

検項⽬の要件は⼗分に満たされて

いる。 

判定：【優】 
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向けた学修⽀援を実施し、「腕試

し」の機会を提供すると共に、合

格状況についても把握している。  

 学⽣アンケート等を通じ、デー

タやエビデンスに基づいた学⽣の

内容の理解度の把握が⾏われてい

るか。 

 全ての授業について「学⽣によ

る授業評価」アンケートを実施

し、学⽣⾃⾝の取り組み状況、時

間外学修時間、教員の説明のわか

り易さ、授業の進度、知識や技能

の修得の度合い等についてデータ

を収集している。アンケート中の

⾃由記述欄も含め、その結果を担

当の科⽬委員会で共有・分析し、

評価・改善に活⽤している。 

 また、⺠間の AI 資格認定に向け

た⽀援制度に参加した学⽣を対象

に、学修の状況と受験結果につい

てアンケートを実施しており、そ

の中で聞かれた意⾒をデータ駆動

科学・AI 教育研究センターで分析

の上、新しい取り組みに向けた材

料としている。 

 

 学⽣による授業評価結果をすべ

ての授業で実施し、担当教員にフ

ィードバックすると共に、科⽬委

員会でも共有し改善の材料とされ

ており、本点検項⽬の要件は概ね

満たされている。教材やトピック

単位でのより詳細な理解度の把握

に向けた取組を進める必要があ

る。 

判定：【可】 

 当該プログラムの学⽣への周

知・浸透に努め、その状況につい

て適切にモニタリングできている

か。 

 「情報基礎」や挑創カレッジ

CDSプログラムの受講者からの

「学⽣による授業評価」では、引

き続いてさらに⾼度な内容までさ

らに学んでみたい、といった前向

きな記述が⾒られ、授業が数理・

データ科学・AI の学習の動機づけ

につながっていることが確認され

た。アンケート内容をそのまま公

開することは難しいものの、先輩

のこうした学修の様⼦についてウ

ェブ

 ウェブでの情報発信や⼊学時ガ

イダンス等において、プログラム

の重要性について説明しており、

本点検項⽬の要件は概ね満たされ

ている。学⽣が AIMD の学びへ

と、どれだけ動機づけられている

かを把握する取組をさらに進める

必要がある。 

判定：【可】 
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(https://aimd.cds.tohoku.ac.jp)等

で紹介している。 

 

 全学的な履修者数、履修率向上

に計画的にも取り組み、その達

成・進捗状況が把握されている

か。 

 学部新⼊学者全員に対して

AIMD の基礎を教育する体制は令

和 2年度から開始され、ほぼ

100%の学⽣が履修している状況で

あるため、年次進⾏により、令和

5年度末までに本学の学部学⽣の

ほぼ全員が AIMD の基礎を修得す

る⾒込みである。 

 分野親和性によらない学習推進

のために提供中の e ラーニング

（AIMD for Future）拡充を進め

ている。 

 また、令和 4年度からの全学教

育改⾰に伴って新しいカリキュラ

ムのもとで全学教育が実施される

ことになっており、AIMD 関連の

科⽬についても、開講数や時間

割、および学部・学科の修了要件

の⾒直し等によって、⽂系理系を

問わず、履修しやすい体制が整え

られる予定である。 

 

 AIMD リテラシー教育を新⼊学

者の全員に対して⾏う体制を令和

元年中に準備し、令和２年度から

ほぼ全員が AIMD の基礎科⽬を履

修しており、年次進⾏により、学

部学⽣のほぼ全員が履修する⾒込

みであり、⼊学時ガイダンス等を

通じて、その重要性の周知も⾏っ

ていることから、本点検項⽬の要

件は⼗分に満たされている。 

判定：【優】 

 教育プログラム修了者の進路、

活躍状況、企業等の評価を把握

し、プログラムの改善に結び付け

られているか。 

 学務審議会および⾼度教養教

育・学⽣⽀援機構が中⼼となり、

「東北⼤学の教育に関する卒業・

修了者/雇⽤者調査」（4年毎に実

施・前回は平成 29年）を実施

し、学部卒業⽣の⾃⼰評価、およ

び雇⽤者側からの修了者に対する

所⾒を調査した実績があり、例え

ば、「数理的に物事を分析する能

 修了者および就職先に対する調

査は⾏われているものの、AIMD

分野に特化した内容ではなく、実

施の間隔も４年間と⻑めであるた

め、AIMD 教育の⼈材育成の効果

がより明らかとなるような調査を

さらに充実させる必要がある。 

判定：【可】 
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⼒」等についての評価・分析を⾏

った。調査項⽬については適宜⾒

直しつつ、同種の調査を今後も継

続することによって、AIMD 教育

の充実化がどのような変化をもた

らすかについて、データの収集と

分析を⾏う予定である。 

 産業界や公的セクター等の外部

からの視点を含めた教育プログラ

ム内容・⼿法等への意⾒を収集

し、改善に役⽴てているか。 

 

 データ駆動科学・AI 教育研究セ

ンターに企業の実務経験者を客員

教員として迎えると共に、本学と

包括連携協定を締結している複数

の企業のデータサイエンティスト

や AIエンジニアおよびマネージメ

ント担当者と、随時ミーティング

やヒアリングを実施し、意⾒や新

しい⼿法についての提⾔等を求め

ている。 

 加えて、本学の理事、AIMD を

標榜する企業、AIMD⼈材活⽤企

業、AIMDベンチャー企業、地域

AIMD企業、⾃治体からの委員に

よって構成される「AIMD 教育ア

ドバイザリ委員会」を令和 3年度

の前半に発⾜させたところであ

る。今後はアドバイザリ委員会か

らの提⾔や評価をウェブ等で公開

の上、改善に繋げてゆく計画であ

る。 

 

 企業の実務家の参画、外部有識

者によるアドバイザリボードの設

置等、外部からの意⾒を組み⼊れ

る体制を構築している。これらの

意⾒を取り⼊れ、さらにプログラ

ム全体を向上させる取組みが必要

である。 

判定：【可】 

 数理・データサイエンス・AI を 

「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意 

義」を理解させるための取り組み

が成されているか。 

 

AIMD の基礎科⽬である「情報基

礎 A」および「情報基礎 B」にお

いて、産学連携を通じて独⾃に開

発した e ラーニング教材「AIMD 

for Future（140分）」を利⽤し、

 初学者向けの独⾃の e ラーニン

グを開発し全員が学ぶ AIMD 科⽬

で使⽤する等、本点検項⽬の要件

は⼗分に満たされている。 

判定：【優】 
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モデルカリキュラムの内容を、授

業時間外学習を通じて学び、振り

返ることができる環境を、1年⽣

全員に提供している。AIMD for 

Future は、図解とナラティブな説

明を基本としたコンテンツであ

り、単に知識の修得に留まらず、

仮想課題を通して、データ活⽤に

あたっての倫理について、学ぶこ

とができるように⼯夫されてい

る。さらに、意欲のある学⽣に対

しては⺠間の AIMD 資格検定への

挑戦を e ラーニングの機会提供に

より⽀援している。 

 

 内容・⽔準を維持・向上しつ

つ、より「分かりやすい」授業と

するための取り組みが成されてい

るか。 

 学務審議会の下で、AIMD リテ

ラシ教育全体の調整をデータリテ

ラシ共通教育委員会が⾏い、関係

する各科⽬内容の検討と実施は情

報教育委員会および数学委員会に

よって⾏われている。それぞれの

科⽬委員会では、授業評価や成績

分布などを指標とした PDCA サイ

クルによって課題の抽出・分析と

対応を継続的に実施しており、さ

らに学期毎に教員会議（FD)を開

催することで、課題の共有と意⾒

の集約を積み重ねている。 

 そうした取組の⼀環として、情

報基礎委員会においては、標準的

な講義ノートやサンプルデータ・

コードを提供したり、すぐれた教

育実践を担当教員全員で共有する

などの活動を⾏っている。 

 科⽬委員会および担当教員間で

のすぐれた教育実践の共有等を通

じて、わかりやすい授業となるよ

う、組織として取り組んでおり、

本点検項⽬の要件は概ね満たされ

ている。 

判定：【優】 
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（２）東北⼤学が⽬指す AIMD 教育からの観点 
点検項⽬ 点検結果 評価結果 

 総合⼤学として、分野横断的で学

際性を持った教育プログラムとな

っているか。 

 全学教育の AIMD 科⽬群は全員

が履修する「情報基礎 A/B」に限ら

ず、「情報の基礎」、「数学の基礎」、

「統計の基礎」の各科⽬が、全ての

学部の学⽣に対して開講されてい

る。 

 令和 4 年度から開始される全学

教育改⾰のもとでの新カリキュラ

ムでは、AIMD の基礎科⽬は先進科

⽬類現代素養科⽬群として再構成・

常設化され、より履修しやすい時間

割となる予定である。 

 また、挑創カレッジ CDSプログ

ラムにおいては「ＡＩをめぐる⼈間

と社会の過去・現在・未来」等の学

際性を強く意識した科⽬が設定さ

ている。 

 分野を問わず全ての学部学⽣が

履修可能な体制となっており、本点

検項⽬の要件は⼗分満たされてい

る。 

判定：【優】 

 ⾼度な専⾨性を持った⼈材育成

に接続できるような内容と構成に

なっているか。 

 挑創カレッジ CDSプログラムの

科⽬群は、意欲的な学⽣がデータ科

学が機械学習等の⾼度なレベルの

内容を学ぶ機会を提供している。 

 また、「数学の基礎」「統計の基礎」

科⽬についても、学務審議会数学委

員会が主体となって、学部専⾨教育

への接続を意識した内容に調整さ

れている。 

 学⽣に「⼒だめし」と動機づけの

機会を提供するため、⺠間の AI 資

格検定（⽇本ディープラーニング協

会「G検定」および「E資格」）に

向けての学修⽀援を令和２年度に

実施し、⽂学，経済学，⼯学，理学，

 分野を問わず、AIMD の各科⽬の

履修が可能となっており、さらに

CDS プログラムでより⾼度な内容

の学修機会も提供されているため、

本点検項⽬の要件は⼗分に満たさ

れている。 

判定：【優】 
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薬学，医学の各学部の学⽣のうちE

資格 5 名、G 検定 7 名が合格して

いる。 

 研究⼤学として、研究の⼀線での

活動が、リテラシレベルの教育内容

や教材にもフィードバックされて

いるか。 

 AIMD 科⽬群は、データ駆動科

学・AI 教育研究センターや情報科

学研究科等、当該分野の研究者が担

当する体制となっている。 

 挑創カレッジ CDSプログラムに

おいて新規科⽬「数理・AI・データ

科学 −データ⽣成・活⽤の現場に

⽴会う−」を開発し、最先端の研究

の現場とその課題を学部⽣が体験

する機会を設けている。 

 本学の AIMD 分野の研究者が執

筆する教科書シリーズ「探検データ

サイエンス」を企画し、令和３年度

から順次刊⾏されている。同シリー

ズは、⼈⽂社会系を含む広い分野か

らの執筆陣を計画している。 

 各分野の研究者が AIMD リテラ

シ全学教育に参画する体制がとら

れている。また、特徴的な科⽬の開

発、教科書シリーズの刊⾏等の取り

組みもあり、本点検項⽬の要件は満

たされている。 

判定：【優】 

 留学⽣の学びにも配慮されたプ

ログラムとなっているか。 

 国際学⼠コースにおいて、「情報

基礎」はもとより、関連する科⽬を

英語により実施している。 

 また、⽇本⼈学⽣向けにされた教

材は、データ駆動科学・AI 教育研

究センターが英語版に順次翻訳を

進め、担当教員に提供している。 

 留学⽣に対しても⽇本語のクラ

スと同様な教育が提供されており、

本点検項⽬の要件は満たされてい

る。 

判定：【優】 

 東北⼤学の AIMD 教育活動を地

域や社会に波及させるための取り

組みが成されているか。 

 本学が連携企業と共同で開発し

た初学者向 け の e ラ ー ニ ン グ

「AIMD for Future」は、令和 3年

度から仙台地区の⾼等専⾨学校で

も採⽤された実績があり、さらに

「東北地区国⽴⼤学アライアンス」

等を通じて利⽤を呼びかけている

ところである。 

 開発し た 教 材 の普及活 動 や

MOOC 教材の公開が⾏われてお

り、本点検項⽬の要件は⼀定程度は

満たされているが、特に、地域の学

校や企業等へ展開については、更な

る取り組みの余地がある。 

判定：【可】 
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 また、本学が制作した JMOOCコ

ンテンツ「社会の中の AI〜⼈⼯知

能の技術と⼈間社会の未来展望〜」

は、令和 2年の段階で、⺠間企業を

含む 4700名の受講実績がある。 

 


